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第２学年 学年便り第４号

道標 ～みちしるべ～ 令和６年６月２８日発行

８月23日（金）に行われる「スクールサミット」に向けて、各班で自分達のテーマに沿った提案資料を作成し、
発表会を行っています。以前にお知らせしたとおり、今年度のスクールサミットのテーマは「私たちのウェルビー
ング」白井市の現状を知り、自分達の生活する環境をより良くしていくための提案を考えています。中学生にとっ
て、自分が住む自治体の現状を知る機会はそう多くはありません。実際、生徒に「白井市の課題」や「今の生活
で困っていること、不自由に感じること。」を尋ねても、すぐには返事が返ってきませんでした。ですから、白井市
について調べることから始まる班がほとんどで、その中から改善すべき点を話し合い、その対策を考えていまし
た。
スクールサミットの本番に出られるグループは1つですが、自分達が住む地域について改善策を考える経験

は貴重だと思います。1つでも多くの提案が実践されることを願います。
「現状を改善する」意識はとても重要であり、多くの生徒達に身につけてほしい力です。学校では、評議委員

を中心に、「こうなったらみんなが生活しやすいな。」「こうしたらもっと便利だな。」といったアイディアを検討して
います。現状改善をみんなで考え、実現させるための手順を学び、生活をより良くしていく活動を広めていきた
いと思います。

※発表用の資料作成や発表練習をしている様子です。

６月２０日に「あしあと」を配付しました。個々の結果については上がった人や下がった
人など様々だと思いますが、学年全体では５教科合計平均で前回（1年生の定期テスト
Ⅳ）と比べて１０ポイントアップ（約３０４点⇒約３１４点）しました。全体的にはよく頑張り
また。
では、何が良い結果に繋がったのでしょうか。授業に集中して取り組めたからでしょう

か。テスト勉強のやり方が改善されたからでしょうか。計画通りにテスト勉強が出来たから
でしょうか。今回の結果を生徒が自分なりに分析し次につなげてほしいと思います。。ちょ
っとでもできることが増える、少しでも上手くいくことが増えるというのは進歩している証です。少しの進歩が続い
て、積み重なっていくことで、大きな進歩に繋がります。今回進歩できた人は、これが続くよう努力してください。
そうでない人は、リベンジです。何を進歩させるか、目標を決めてチャレンジしてください。
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２５日（火）に道徳科の校内授業研修会が行われました。２年生では北総教育事務所主席指導主事の先生
をはじめ、たくさんの先生方が見守る中、Ｂ組で授業展開しました。テーマは「いじめ」で、直接いじめてはいない
が、いじめが行われていることを知っていながら何も行動しない人。いわゆる「いじめの傍観者」に対してどんな言
葉をかけるかを考えました。「直接いじめていなくても、いじめの事実を知っていて何も行動しないことは、いじめ
に加担しているのと同じ。」という意識は多くの生徒が持っています。だからといって、いじめの傍観者にいじめを
止める行動を促すことは簡単なことではありません。なぜならば、止めれば自分が次のターゲットになる可能性
があるからです。自分が正しいと思うことを行動に移せない状況ではたして良いのか。みんなが大切にされる集
団はどうしたら創れるのか。難しい問題ですが生徒達はよく考え、たくさん意見を出していました。
自分の行動が間違っているとわかっていながら、「わたしのせいじゃない」と罪を否定しなければならない主人

公の辛さを多くの生徒が理解し、そうならない集団をつくる大切さを感じたことと思います。今後は、具体的な行
動に移せるかがポイントです。頑張れ２年生。

２年Ｂ組に新しい仲間が増えました。
サッカーが得意なスポーツマン。みなさんからどんどん話しかけて、早く桜台中学校に慣れて、活躍すること

を期待します。

７月の主な予定 最終下校時間 １７：３０

日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事

１ 月 NO 部活動デー、３年生修学旅行 11 木 夏休みしおり作成

２ 火 ２年 A 組読み聞かせ、３年生修学旅行 15 祝 海の日

３ 水 ２年 B組読み聞かせ、３年生振替休業 16 火 有価物回収（バドミントン部）

４ 木 サクラテスト（社）、壮行会リハーサル 17 水 諸活動優先日
諸活動優先日

19 金 前期前半終了、全校集会、大掃除
８ 月 体罰・セクハラアンケート 給食なし

９ 火 薬物乱用防止教室、NO部活動デー 20 土 夏季休業（９月１日まで）

10 水 安全点検日・自転車点検、諸活動優先日 22 月 保護者面談開始

25 木 サマーレッスン
７月１～３日は、３年生が修学旅行で不在です。
２年生が学校を引っ張っていく意気込みを持ってください。


